


丸山口水銀採掘坑跡群（航空写真）

水谷水銀採掘坑跡群（西から）





序

埋蔵文化財は、土に埋もれた、あるいは刻まれた過去の記録で、私たちの祖

先がその時代を懸命に生きた証です。

近畿自動車道尾鷲勢和線の路線内にも埋蔵文化財が多く残っていることがわ

かりました。これらは、一度破壊してしまうと二度と復元できないかけがえの

ないものであることは言うまでもありません。しかし一方で、自動車の運搬力

や機動力は現代の生活に欠くことことができないものとなり、道路の建設や改

良は公共事業の緊急課題となっています。

三重県教育委員会では、これらの埋蔵文化財の保護と道路建設との調和を図

るため、日本道路公団等関係機関と協議を重ねてきました。その結果、自動車

道の建設工事によって、どうしても保存のできない遺跡については、発掘調査

によって記録として残すことになりました。本書は、平成11年度に発掘調査を

実施した丸山口水銀採掘坑跡群の調査成果や、水谷水銀採掘坑跡群の測量成果

をまとめたものです。これらを文化財保護の一助としてご活用いただければ幸

いです。

調査にあたりましては、関係諸機関および地元自治会をはじめとする多くの

方々に温かいご理解とご協力をいただきました。末筆になりましたが、厚くお

礼申し上げます。

２００４年３月

三重県埋蔵文化財センター

所　長 * 水　康　夫





例　　言

１　本書は、三重県多気郡勢和村色太字丸山口に所在する丸山口（まるやまぐち）水銀採掘坑

跡群の発掘調査と、字古谷に所在する水谷（みずたに）水銀採掘坑跡群の範囲確認調査の報

告書である。

２　本書が扱う調査成果は、『近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢～勢和間）埋蔵文化財発掘調査

概要Ⅰ・Ⅱ』として、その概要を公表しているが、本書をもって正報告とする。

３　丹生水銀採掘坑跡の調査体制は、下記のとおりである。

・調査主体 三重県教育委員会

・平成11年度　調査担当 三重県埋蔵文化財センター

調査第二課第二係　係長　筒井正明

主事　小& 学

・平成12年度　調査担当 調査第二課第二係　係長　森川常厚

主事　奥野　実

調査記録受託者　　朝日航洋株式会社

・平成14年度　調査担当 調査研究グループ　主幹　河北秀実

主事　中川　明

４　本書の執筆・編集・現地の写真撮影については小&学、中川明が担当した。図版の作成に

ついては両名と小林俊之、遺物の写真撮影については小山憲一の補助をえた。

５　本書が対象とした調査面積は、丸山口水銀採掘坑跡群が750㎡で、水谷水銀採掘坑跡群が

4,000㎡である。

６　本書が対象とした現地調査期間は、丸山口水銀採掘坑跡群が平成11年10月12日から同年

12月24日で、水谷水銀採掘坑跡群が平成13年２月９日から同年２月28日までである。

７　本書が示す方位については、旧国土座標Ⅵ系を基準とする座標北を用いた。なお、磁北は

約６°30′（平成10年、国土地理院）西偏している。

８　本書では、土層及び遺物の色調については、小山・竹原編『新版標準土色帖』（９版1989

年）に準拠した。

９　発掘調査ならびにその後の整理において、以下の方々の御協力・御教示をうけた。記して

感謝の意を表します。（敬称略・順不同）

奥　義次（度会高等学校） 田村陽一（宇治山田高等学校） 磯部　克

木村多喜生（三重地学の会） 中村俊夫（名古屋大学） 池田善文（美東町教育委員会）

森田孝一（美東町教育委員会）大下　明（雲雀丘学園） 成瀬匡章（f森と水の源流館）

日本道路公団名古屋建設局　日本道路公団松阪工事事務所　勢和村教育委員会

美東町教育委員会

10 本書は扱う発掘調査の原因事業は、近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢～勢和間）建設事業で

ある。

11 発掘調査にかかる費用は、日本道路公団中部支社の全額負担である。

12 本書が扱う発掘調査の資料並びに出土遺物等は、三重県埋蔵文化財センターが保管してい

る。



事業計画路線図（１：100,000）

１　小松広遺跡　　２　丹生池ノ谷遺跡　　３　曽原遺跡　　４　栃木広遺跡　　５　瓦山遺跡　　６　神戸遺跡　　７　久保海道遺跡
８　中出遺跡　　９　大下り遺跡　　10 東前遺跡　　11 岡田古墳　　12 川合城跡　　13 滝部遺跡　　14 滝辺Ａ遺跡　　15 滝辺B遺跡
16 沖田古墳　　17 塚　　18 水谷水銀採掘坑跡群　　19 丸山口水銀採掘坑跡群　　20 粟生城跡



本 文 目 次

Ⅰ　前　　　　　　　言…………………………………………………………………………………（中川　明）………１

Ⅱ　位　置　と　環　境…………………………………………………………………………………（小& 学）………２

Ⅲ　丸山口水銀採掘坑跡群………………………………………………………………………………（小& 学）………４

１　遺　　　　構 ………………………………………………………………………………………………………４

２　遺　　　　物………………………………………………………………………………………………………31

３　自然科学分析………………………………………………………………………………………………………40

４　小　　　　結………………………………………………………………………………………………………42

Ⅳ　水谷水銀採掘坑跡群……………………………………………………………………（奥野　実・中川　明）………45

挿 図 目 次

第１図 勢和村地質図………………………………３

第２図 遺跡位置図…………………………………３

第３図 調査区地形図………………………………４

第４図 調査前地形測量図…………………………５

第５図 １・２号坑口調査前地形測量図 …………６

第６図 ３・４号坑口調査前地形測量図 …………７

第７図 ６・７・８・９号坑口調査前地形測量図……８

第８図 10・11・13・14・21号坑口調査前

地形測量図…………………………………９

第９図 ５・20号坑口調査前地形測量図 ………11

第10図 採掘坑跡の部分名称 ……………………11

第11図 坑口・周辺地形測量図 …………………12

第12図 １号坑口平面図・断面図 ………………13

第13図 ２号坑口平面図・断面図 ………………14

第14図 ３号坑口平面図・断面図 ………………15

第15図 ４号坑口平面図・断面図 ………………16

第16図 ５－１号坑口平面図 ……………………17

第17図 ５－１号坑口断面図 ……………………18

第18図 ５－２・20号坑口平面図・断面図 ……19

第19図 ６号坑口平面図・断面図 ………………20

第20図　７号坑口平面図・断面図 ………………21

第21図 ８・９号坑口平面図 ………………………22

第22図 ８・９号坑口断面図 ………………………23

第23図　10・13・14・21号坑口平面図…………24

第24図　10・13・14・21号坑口断面図…………25

第25図 11・12号坑口平面図 ……………………26

第26図 11・12号坑口断面図 ……………………27

第27図 18号坑口平面図・断面図 ………………28

第28図 19号坑口平面図 …………………………29

第29図 石製打割具計測部位概念図 ……………31

第30図 ５－１･５－２･６･７－１号坑口出土遺物

実測図 ……………………………………32

第31図 ８－１･10号坑口出土遺物実測図………33

第32図 12号坑口出土遺物実測図① ……………34

第33図 12号坑口出土遺物実測図② ……………35

第34図 13号坑口出土遺物実測図 ………………36

第35図 表採遺物実測図① ………………………37

第36図 表採遺物実測図② ………………………38

第37図 調査区周辺採集の鉱物の分析結果 ……41

第38図 坑口形態分類（案）………………………42

第39図　石製打割具の使用石材 …………………44

第40図　石製打割具の長さと幅の係数分布 ……44

第41図　遺構配置図 ………………………………47



写真図版目次

第１表 採掘坑跡一覧表 …………………………30

第２表 遺物観察表 ………………………………39

第３表 放射性炭素年代測定結果 ………………40

第４表 石製打割具の長さの傾向 ………………44

第５表 石製打割具の幅の傾向 …………………44

第６表 石製打割具の厚みの傾向 ………………44

第７表 石製打割具の重量の傾向 ………………44

表　目　次

写真図版１ 調査区遠景（東から）………………51

調査区遠景（西から）………………51

写真図版２ １号坑口調査前風景（東から）……52

５－２号坑口調査前風景

（西から）………………………………52

写真図版３ 13・14号坑口調査前風景

（南から）………………………………53

20号坑口調査前風景（西から）……53

写真図版４ ２号坑口（西から）…………………54

３号坑口（東から）…………………54

写真図版５ ４号坑口坑道入口（東から）………55

６・７・８・９号坑口（南から）…55

写真図版６ ７－１号坑口（東から）……………56

７－１号坑口坑道内部（東から）…56

写真図版７ ８号坑口（北東から）………………57

８号坑口打割具出土状況（北から）57

写真図版８ 10号坑口（北から）…………………58

10号坑口土層断面状況（東から）…58

写真図版９ ５－１・５－２・12・20号坑口

（西から）………………………………59

12号坑口（東から）…………………59

写真図版10 18号坑口（東から）…………………60

21号坑口（西から）…………………60

写真図版11 出土遺物（１）………………………61

写真図版12 出土遺物（２）………………………62

写真図版13 出土遺物（３）………………………63

写真図版14 出土遺物（４）………………………64

写真図版15 水谷水銀採掘坑跡群

Ａ～Ｂ支群各地点……………………65

写真図版16 水谷水銀採掘坑跡群

Ｂ～Ｃ支群各地点……………………66

写真図版17 水谷水銀採掘坑跡群

Ｃ～Ｄ支群各地点……………………67

写真図版18 水谷水銀採掘坑跡群

Ｄ～Ｅ支群各地点……………………68

写真図版19 水谷水銀採掘坑跡群

Ｄ～Ｅ支群各地点……………………69



１　事業計画

近畿自動車道尾鷲勢和線は、尾鷲市から多気郡勢

和村までの延長約54kmの高速道路で、勢和村で伊

勢道と接続することにより、東紀州地域と近畿及び

東海地方を結び、周辺地域の産業経済の向上と発展

を目指して敷設されようとしている。

事業は紀勢町から勢和村の３町１村にまたがる、

紀勢IC～勢和JCTの延長約24kmが整備計画決定

（平成３年12月）された。施工命令は平成５年11月

に、路線発表は平成６年11月に施行されている。

尾鷲～紀勢間の整備計画は平成８年12月に決定さ

れ、平成10年12月に施工命令がなされている。

２　埋蔵文化財保護協議

当該路線の埋蔵文化財保護にかかる調整と協議に

ついては、県側が当センター調査第二課（平成５～

13年）が担当した。事業の施工命令後は、松阪市上

川町の松阪多気バイパス整理所に拠点を置き、平成

７年３月に第一次分布調査を実施した。続く、平成

９年11月に第二次分布調査を完了している。この結

果、事業予定地内に18遺跡(事業地内遺跡面積

50,850㎡)の分布が明白となり、残土置場にも１遺

跡（事業地内遺跡面積6,000㎡）の所在が明らかと

なった。

これらの遺跡範囲を協議対象として、日本道路公

団へ提示（平成10年３月６日付け　教埋第636号）

し、具体的な調整・協議が展開した。これを受けて

センター内の調査体制が組織され、平成10年度より

現地発掘調査に着手した。

３　平成10～13年度の調査と受託機関

平成10年度には大下り遺跡、丹生池ノ谷遺跡の範

囲確認調査を、平成11年度には、玉城整理所に拠点

を置き、丸山口水銀採掘坑跡群の本調査及び曽原遺

跡、沖田古墳、滝辺Ａ遺跡、滝部遺跡以上６遺跡の

範囲確認調査を、それぞれ実施した。

平成12年度は、小松広遺跡、神戸遺跡、岡田古墳、

塚の４遺跡、丹生池ノ谷遺跡と滝部遺跡の残りの２

遺跡、計６遺跡の範囲確認調査と丹生水谷水銀採掘

坑跡群の地形測量を実施している。

平成13年度は、東前遺跡と新発見の粟生城跡の本

調査と、東前遺跡、滝辺B遺跡の範囲確認調査を実

施した。なお、年度当初に公団から依頼を受け、工

事発注の時期や体制上の問題が懸念され、調査を前

倒しで実施してきた。また、未実施の丹生水銀採掘

坑跡群の本調査は14年度以降、先送りとなった。

現地調査においては、三重県教育委員会から民間

と委託契約を締結することにより、発掘調査作業業

務を民間発掘調査機関に委ねてきた。この方式で平

成11年度の曽原遺跡においてはサンコーコンサルタ

ント㈱と、滝辺A遺跡及び滝部遺跡（第１次）は㈱

シン技術コンサルとの委託契約を初めて導入し、調

査を実施した。また、平成12年度は小松広・丹生池

ノ谷遺跡を㈱中部日本鉱業研究所が、神戸・滝部遺

跡・岡田古墳・塚・丹生水谷水銀採掘坑群の範囲確

認調査を朝日航洋㈱が受託した。平成13年度は東

前・滝辺B遺跡を㈱アコードが、粟生城跡を安田建

設㈱が担当し、一定の調査成果を挙げている。

（中川　明）

[註]

①　この文化庁次長からの通知（平成10年９月29日付け

庁保記第75号）を受け、平成11年３月に三重県埋蔵文

化財センターで再度埋蔵文化財取り扱い基準を改定し

た。また、このセンター基準をもとに三重県教育委員会

としての基準作成を平成11年度に行い、平成14年度ま

で「手引き」WG等で改定が行われている。

②　調査の経緯や概要については、『近畿自動車道尾鷲勢

和線（紀勢～勢和間）埋蔵文化財発掘調査概報Ⅰ～Ⅲ』

に一覧表とともに記している。

③　民間調査期間委託に関する要点については以下の書な

どに詳しい。 杉谷政樹「Ⅰ　前言」 （『近畿自動車

道　名古屋神戸線（第二名神）愛知県境～四日市JCT

埋蔵文化財発掘調査概報Ⅰ』 三重県埋蔵文化財センタ

ー、1998）

－ 1 －

Ⅰ　前　　言



－ 2 －

１　地理的環境

水銀採掘坑跡が数多く残る多気郡勢和村は、南北

に細長い三重県のほぼ中央に位置している。西から

は、櫛田川と宮川、中南勢地方屈指の２つの河川が

村内を流れ、伊勢湾へと続いている。この２つの河

川に沿って、多くの縄文遺跡が確認されている。縄

文遺跡の密度が濃密な地域でもある。また、古代か

ら中世を通じて開発された水銀鉱床（辰砂）の有名

な産出地でもある。

水銀採掘坑跡が点在する付近には、地質的な特徴

がみられる。中央構造線の存在である。中央構造線

は、日本列島の中央をほぼ東西に走る大断層線であ

る。長野県諏訪湖の南付近から天竜川の東側に沿い、

豊川の谷を通って紀伊半島に入り、四国から九州中

部まで及んでいる。中央構造線の北側を内帯、南側

は外帯と呼称されている。勢和村丹生周辺は内帯側

にあり、鶏冠石を多く含む石英・辰砂脈が存在する

という。
①

２　歴史的環境

近畿自動車道紀勢勢和線の建設路線内には、丸山

口水銀採掘坑跡群（１）や水谷水銀採掘坑跡群（２）

が点在している。多気郡勢和村丹生地区は、『続日

本紀』文武天皇２（698）年の条以降、水銀鉱床

（辰砂）の産出で知られていた。ここでは、主に水

銀採掘や生産に関わっている遺跡をあげていきたい

と思う。

先にも述べたように、古代から水銀の原料となる

辰砂を採掘していたことは史実からも明らかである

が、それより古い時期はどうだったのだろうか。当

地域より下流の櫛田川沿い立地している松阪市王子

広遺跡では、日本でも最古級と考えられている縄文

時代後期初頭に属すると考えられる朱彩土器が出土

した。また、同じ櫛田川流域の多気郡多気町新徳寺

遺跡では、縄文時代後期前半の遺構から辰砂原石の

出土が確認されている。当地域を概観してみると、

最も古い時期のものとしては、丹生池ノ谷遺跡（３）

があげられる。縄文時代晩期後半に属すると考えら

れる朱彩土器や朱付着の磨石、辰砂の原石が出土し

ている。朱付着の磨石は、朱の生産を物語る遺物と

考えられる。このことから、丹生池ノ谷遺跡は現時

点で、原産地立地の生産遺跡であることがいえよう。
②

縄文時代晩期以降で朱の利用がみられる遺跡につい

ては、飯南町磯田畑遺跡出土の縄文時代晩期後半土

器、多気郡勢和村笠松遺跡（４）出土の弥生時代前

期土器、同村南新木遺跡（５）出土の弥生時代後期

土器、同村桧広遺跡（６）出土の古墳時代初頭土師

器などに付着あるいは塗布されているものが確認さ

れている。また、これらより時期は16世紀代に下が

るが、多気郡勢和村若宮遺跡（７）の発掘調査の成

果は重要な意味をもつ。検出された遺構のほとんど

が土坑であり、それらから出土した遺物は、ほとん

どが土師器鍋で南伊勢系
③

と呼称されているもので占

められ、この遺跡特有と考えられる土師器甕の出土

もみられる。この土師器甕は、底付近の内面に墨で

太く横に線が引かれ、高濃度の砒素が含まれた物質

の付着もあり、水銀精練の際に辰砂を入れて熱して

いたという特殊な用途に用いられていたことを窺わ

せる。
④

若宮遺跡の時期以降は、中断の時期はあった

ものの、近代に至るまで辰砂の採掘や水銀生産は存

続した。

［註］

①　磯部克ほか『勢和村史　通史編』（勢和村、1999年）

②　奥義次「付Ⅱ　丹生池ノ谷遺跡範囲確認調査報告」

（『三重県勢和村遺跡地図』勢和村教育委員会、1995年）

③　伊藤裕偉「南伊勢系土師器の展開と中世土器工人」

（『研究紀要』第１号　三重県埋蔵文化財センター、

1992年）

④　①の文献と伊藤裕偉「Ⅷ　多気郡勢和村　丹生地区内

遺跡群」 『昭和63年度農業基盤整備事業地域　埋蔵文

化財発掘調査報告－第１分冊－』 三重県教育委員会、

1989年）に詳しい。

Ⅱ　位置と環境
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第１図　勢和村地質図（１：1,000,000）
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第２図　遺跡位置図（１：50,000）「横野・国束山（１：25,000）による」 ※gは水銀採掘坑跡
「この地図は、国土地理院長の承認を得て、同院発行の２万５千分１地形図を複製したものである。（承認番号　平15部複、第252号）」
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第３図　調査区地形図（１：2,000） ※g図中の数字は坑口の番号を示す。

はじめに

丸山口水銀採掘坑跡群は、行政上は多気郡勢和村

色太字丸山口に位置している。今回の調査区は、宮

川支流である濁川の小支流左岸の丘陵上に位置して

いる。道路幅だけではあるが坑口は丘陵頂上から裾

部にかけて広い範囲で分布していることを確認し

た。勢和村教育委員会発行の遺跡分布地図によれば、

１ヶ所の坑口が掲載されているが
①

、ほとんどは今回

の調査において確認されたものである。

また、坑口の分布状況から、事業地外にも坑口が

存在する可能性があると考え、調査の間隙をぬって

分布調査も行った。その結果、発掘調査を行った坑

口と事業地外の坑口と合わせて47ヶ所を確認するこ

とができた。複数の採掘坑がある部分に集中してい

る場合は、本来ならば別個の番号を与えても良かっ

たのだが、調査時の番号を生かす意味も込めて、

○－○号坑口というように枝番を付けている。なお、

立木や倒木などにより十分な分布調査が行えない状

態であったため、今回の調査部分以外にも坑口が存

在する可能性があると考えられる。

調査前の坑口の状況としては、坑道があるものや

露天掘り状のものは、比較的に容易に判別できた。

これら以外のものについては、自然地形との区別や

遺構としての判別が難しい。
②

Ⅲ　丸山口水銀採掘坑跡群

１　遺　　　構
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第４図　調査前地形測量図（１：800）
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第５図　１・２号坑口調査前地形測量図（１：200）
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第６図　３・４号坑口調査前地形測量図（１：200）
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第７図　６・７・８・９号坑口調査前地形測量図（１：200）

Ｙ
＝
46
,36
0

Ｘ
＝
－
171,510

６号

７号

８号

９号



－ 9 －

第８図　10・11・13・14・21号坑口調査前地形測量図（１：200）
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１　採掘坑跡の概念と部分名称

採掘坑跡の概念と部分名称については、第○図の

ように考えたい。採掘坑は掘削された部分全体を

「○号坑口」というように呼称する。露天掘りの採

掘坑跡については、掘削された部分全体を「坑口」

とし、開口部分の長い方を「長軸」、短い方を「短

軸」とした。坑道を有しない採掘坑跡は、掘削され

た部分全体を「坑口」、その入口を「開口部」、掘り

進んだ部分までを「奥行」とした。開口部から奥行

の最も掘り進んだ部分までに存在する平坦部分は、

「テラス」と呼称することにする。坑道を有する採

掘坑跡は、掘削された部分全体を「坑口」、その入

口を「開口部」、掘り進んだ部分までを「奥行」と

した。掘削しているうちに深くトンネル状になって

いく部分を「坑道」、その入口を「坑道入口」とし

た。坑口から坑道入口までに存在する平坦部分は、

「テラス」と呼称することにする。
③

２　採掘坑跡の調査

ここでは、発掘調査を実施した各坑口の様相を慨

述したいと思う。また、坑口の規模の詳細や事業地

外の坑口の様相については、遺構一覧表（第１表）

をご参照願いたい。

１号坑口

表土直下で遺構検出面を確認できた。坑口の開口

部が2.10ｍ、坑道入口が1.25ｍ、坑道2.20ｍ以上で

ある。坑道入口の周辺は、幅1.50ｍ、奥行1.00ｍの

半月状のテラスになっていた。坑道は斜めに延びて

いて最深部分は確認できなかった。また、採掘時に

排出されたと考えられる土や石、いわゆるズリは確

認できなかった。坑口直下の斜面等でも確認するこ

とはできなかった。

２号坑口

表土直下で地山を確認することができた。坑口の

開口部が4.30ｍ、坑道入口が0.75ｍ、坑道0.40ｍで

ある。坑道入口の周辺は、幅1.90ｍ、奥行0.70ｍの

テラス状になっていた。坑道はほぼ垂直に延びてい

て浅いため埋没したようである。あまり深追いしな

かったようである。また、採掘時に排出されたと考

えられるズリは、坑口直下の斜面で確認することが

できなかった。

３号坑口

表土直下で地山を確認した。坑口の開口部2.55ｍ、

奥行1.25ｍ。あまり深追いしなかったようで、坑道

は確認できなかった。岩盤が露頭していて若干のく

ぼみがみられた。また、ズリは坑口の周辺で確認す

ることができなかった。

４号坑口

表土直下で地山が検出できた。坑口の開口部が

2.95ｍ、坑道入口が1.10ｍ、坑道4.00ｍ以上である。

坑道は斜めに延びていて最深部分は確認できなかっ

た。また、ズリは坑口直下の斜面に確認することが

できなかった。

５－１号坑口

長軸19.00ｍ、短軸5.80ｍの不整形な楕円を呈し

た露天掘りの坑口である。表土直下で遺構検出面を

確認できた。西側斜面で石製打割具
④

が遺構検出面上

で出土した。また、ズリは周辺斜面において確認す

ることができなかった。

５－２号坑口

長軸7.30ｍ、短軸4.30ｍの不整形な楕円を呈した

露天掘りの坑口である。西側に開口していた。東端

は表土直下で岩盤、西端は表土直下で遺構検出面を

確認できた。いわゆるズリは坑口の中央部分にあり、

厚い部分で0.50ｍを数える。その部分で石製打割具

の出土を確認した。

６号坑口

表土直下で遺構検出面を確認できた。坑口の開口

部が2．20ｍ、坑道入口が1．10ｍ、坑道0．30ｍ

である。石英岩の露頭が顕著である。あまり深追い

しなかったようで、坑道は岩盤を少しえぐった状況

で残存していた。また、ズリは坑口直下の斜面にお

いても確認することはできなかった。

７－１坑口

坑口西側で石英岩の露頭がみられた。表土直下で

遺構検出面を確認した。坑口開口部が2.00ｍ、坑道

入口が2.00ｍ、坑道3.60ｍ以上である。坑道入口の

周辺は、幅4.20ｍ、奥行2.10ｍのテラス状になって

いた。坑道は斜めに延びていて最深部分は確認でき

なかった。坑道入口付近・テラス部分で打割具の出

土がみられた。また、ズリは坑口周辺や直下の斜面
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第９図　５・20号坑口調査前地形測量図（１：200）

第10図　採掘坑跡の部分名称
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第11図　坑口・周辺地形測量図（１：800）
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第12図　１号坑口平面図・断面図（１：100）
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でも確認できなかった。

７－２坑口

坑口全体で石英岩の露頭がみられた。表土直下で

遺構検出面を確認した。坑口の開口部が3.00ｍ、坑

道入口が1.80ｍ、坑道0.40ｍである。坑道入口の周

辺は、幅4.20ｍ、奥行2.10ｍのテラス状になってい

た。坑道は岩の下を少しえぐったもので、あまり深

追いしなかったようである。また、ズリの存在を確

認することはできなかった。

８－１号坑口

坑口の全体で石英岩の露頭がみられた。表土直下

で遺構検出面・一部でズリを確認した。坑口の開口

部が2.10ｍ、坑道入口が1.40ｍ、坑道3.80ｍ以上で

ある。坑道は水平に掘り進めた後、斜めに延びてい

て最深部分は確認できなかった。坑道入口の周辺は、

幅2.10ｍ、奥行3.70ｍ以上のテラス状になっていた。

一部は撹乱をうけ破壊されていた。いわゆるズリか

ら石製打割具の出土がみられた。

８－２号坑口

表土直下で遺構検出面・一部でズリを確認した。

坑口開口部が2.10ｍ、坑道入口が0.50ｍ、坑道0.20

ｍである。坑道入口の周辺は、幅2.10ｍ、奥行3.70

ｍ以上のテラス状になっていた。一部は撹乱をうけ

破壊されていた。石英岩の露頭が顕著である。あま

り深追いしなかったようで、坑道は岩盤を少しえぐ

った状況で残存していた。石製打割具の出土はみら
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第13図　２号坑口平面図・断面図（１：100）
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れなかった。

９－１号坑口

表土直下で遺構検出面を確認できた。坑口の開口

部2.60ｍ、奥行0.70ｍ、坑口の開口部からはテラス

状になっていた。坑道は確認できなかった。あまり

深追いしなかったようである。また、いわゆるズリ

は確認できなかった。

９－２号坑口

坑口の南側で石英岩の露頭がみられた。表土直下

で遺構検出面を確認できた。坑口の開口部が7.10ｍ、

坑道入口が0.90ｍ、坑道0.10ｍである。坑道入口の

周辺は、テラス状になっていた。坑道は、あまり深
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第14図　３号坑口平面図・断面図（１：100）
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第15図　４号坑口平面図・断面図（１：100）
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第16図　５－１号坑口平面図（１：100）
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第17図　５－１号坑口断面図（１：100）
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第18図　５－２・20号坑口平面図・断面図（１：100）
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追いしなかったようで、石英岩を若干えぐったよう

な状況であった。ズリを周辺で確認することはでき

なかった。

９－３坑口

坑口の全体で石英岩の露頭がみられた。表土直下

で遺構検出面を確認できた。坑口開口部が3.00ｍ、

坑道入口が1.30ｍ、坑道0.90ｍである。坑道入口の

周辺は、テラス状になっていた。あまり深追いしな
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第19図　６号坑口平面図・断面図（１：100）
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かったようで、坑道は石英岩を若干えぐったような

状況であった。坑口の直下や周辺に、ズリを確認す

ることはできなかった。

10号坑口

撹乱がはげしく全体の様相は判断に苦しむ。表土

直下で遺構検出面を確認できた。坑口の開口部3.90

ｍ、奥行0.50ｍであった。あまり深追いしなかった

ようである。また、ズリを確認することができた。

石製打割具についても４点出土した。

11号坑口

表土直下で遺構検出面を確認できた。坑口の開口

部が5.30ｍ、坑道入口が0.50ｍ、坑道4.00ｍ以上で

ある。坑道入口の周辺は、テラス状になっていた。

坑道は斜めに延びていて、最深部は確認できなかっ

た。ズリは存在しないようで、石製打割具について

も出土の確認はできなかった。

12号坑口

長軸12.20ｍ、短軸7.20ｍの不整形な楕円を呈し

た露天掘りの坑口である。西側に石英岩が露頭して

いた。表土直下で0.20～0.30ｍ厚さのズリを坑口全

体で確認することができ、その下が地山となる。標

高の最も低い部分で、石製打割具の出土を多く確認

した。全体で18点の石製打割具の出土を確認した。

13号坑口

長軸1.80ｍ、短軸1.20ｍ以上。調査区外に坑口が

延びているので全体の様相はわからない。テラス状

になっている部分がみられた。ズリの存在を確認す

ることはできなかった。石製打割具が４点出土した。
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第20図　７号坑口平面図・断面図（１：100）
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第21図　８・９号坑口平面図（１：100）
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第22図　８・９号坑口断面図（１：100）
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第23図　10・13・14・21号坑口平面図（１：100）
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第24図　10・13・14・21号坑口断面図（１：100）
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第25図　11・12号坑口平面図（１：100）
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14－１号坑口

坑口の開口部は撹乱などでよくわからない。坑道

入口が1.20ｍ、坑道1.40ｍである。テラスは確認で

きなかった。あまり深追いしなかったようである。

また、表土直下でズリを確認することができた。石

製打割具の出土は確認できなかった。

14－２号坑口

坑口の東側で石英岩の露頭がみられた。表土直下

で地山を確認できた。坑口の開口部2.30ｍ、奥行

1.90ｍであった。テラス状になっている部分がみら

れた。あまり深追いしなかったようである。ズリの

存在を周辺で確認することができなかった。また、
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第26図　11・12号坑口断面図（１：100）
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第27図　18号坑口平面図・断面図（１：100）
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石製打割具の出土も確認できなかった。

18号坑口

表土直下で地山を確認することができた。坑口の

開口部が3.20ｍ、奥行4.80ｍ、坑道入口が0.90ｍ、

坑道0.50ｍである。坑道入口の周辺は、テラス状に

なっていた。あまり深追いしなかったようである。

ズリの存在や石製打割具の出土も確認することはで

きなかった。

19号坑口

坑口の開口部は工事中発見なのでよくわからな

い。坑道入口が1.50ｍ以上、坑道4.00ｍ以上である。

テラスやズリの存在、石製打割具の出土も確認でき

なかった。

20号坑口

表土直下で地山を確認することができた。坑口開

口部が2.20ｍ、奥行0.60ｍ、坑道入口が0.80ｍ、坑

道1.30ｍである。坑道入口前は、テラス状になって

いた。あまり深追いしなかったようである。また、
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第28図　19号坑口平面図（１：100）

ズリを存在や、石製打割具の出土も確認することが

できなかった。

21号坑口

表土直下で地山を確認することができた。坑口の

開口部は3.30ｍで、坑道を確認することができなか

った。あまり深追いしなかったようである。ズリの

存在や石製打割具の出土も確認することはできなか

った。 （小& 学）

［註］

①　磯部克「付Ⅰ　水銀採掘坑跡分布調査報告」（『三重県

勢和村遺跡地図』勢和村教育委員会、1995年）

②　磯部克氏も同様のことを『わたしたちのふるさと勢和』

（勢和村、1995年）で述べている。まったく、同感である。

③　拙稿「Ⅱ　丸山口水銀採掘坑跡群」（『近畿自動車道尾

鷲勢和線（紀勢～勢和間） 埋蔵文化財発掘調査概報Ⅰ』

三重県埋蔵文化財センター、2000年）を参照。

④　奥義次「第一章　勢和のあけぼの」『勢和村史　通史

編』（勢和村、1999年）を参照し、後世の金属製の採掘

用具と区別するために「石製打割具」とした。
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第１表　採掘坑跡一覧表



出土遺物は、すべて石製打割具
①

であった。土器類

の出土は確認できなかった。法量及び石材について

は、後述の遺物観察表に詳細に述べてあるので、そ

ちらに譲りたいと思う。なお、遺物の計測部位につ

いては、第29図を参照していただきたい。
②

５－１号坑口出土遺物（１）

１は、隅丸の長方形で偏平な形状である。一端に

使用痕がみられる。それらの逆の部分は欠けている。

使用したために欠失したのであろうか。

５－２号坑口出土遺物（２～４）

２・３は隅丸の長方形で偏平な形状である。一端

に使用痕がみられる。それらの逆の部分は欠けてい

る。使用したため欠失したのであろうか。４は細長

い楕円形で偏平な形状である。細くすぼまった部分

の先端に使用痕がみられる。

６号坑口出土遺物（５）

５は、細長い楕円形で偏平な形状である。細くす

ぼまった部分の先端に使用痕がみられる。

７－１号坑口出土遺物（６・７）

６は、隅丸の長方形で偏平な形状で、一端に使用

痕がみられる。それらの逆の部分は欠けている。使

用したため欠失したのであろうか。７は、隅丸の長

方形で偏平な形状である。使用痕が両端にみられる。

８－１号坑口出土遺物（８～10）

８・９は、隅丸の長方形で偏平な形状である。一

端に使用痕がみられ、それらの逆の部分は欠けてい

る。使用したための欠失であろう。10は、隅丸の長

方形で偏平な形状である。一端に使用痕がみられる。

それらの逆の部分には使用痕がみられない。

10号坑口出土遺物（11～14）

11・12は、細長い楕円形で偏平な形状である。細

くすぼまった部分の先端に使用痕がみられる。それ

らの逆の部分は欠けている。使用したため欠失した

のであろうか。13・14は、使用痕が残る破片である。

12号坑口出土遺物（15～32）

15は、隅丸の長方形で偏平な形状である。一端に

使用痕がみられる。それらの逆の部分には使用痕が

みられない。16～18は、隅丸の長方形で偏平な形状

である。一端に使用痕がみられる。それらの逆の部

分は欠けている。使用したため欠失したのであろう

か。19は、隅丸の長方形で偏平な形状である。使用

痕がみられず、一端は欠けている。使用したため欠

失したのであろうか。20は、楕円形で偏平な形状で

ある。一端に使用痕がみられる。それらの逆の部分

は欠けている。使用したため欠失したのであろうか。

21は、楕円形で偏平な形状である。一端に使用痕が

みられ一部欠けている。それらの逆の部分も欠けて

いる。使用したため欠失したのであろうか。22・23

は、細長い楕円形で偏平な形状である。一端に使用

痕がみられる。それらの逆の部分は欠けている。使

用したため欠失したのであろうか。24は、細長い楕

円形で偏平な形状である。一端は残存しているが使

用痕はみられない。それらの逆の部分は欠けている。

使用したため欠失したのであろうか。形状から打割

具と判断した。25～29は、使用痕が残る破片である。

30～32は、使用痕がみられない破片であるが、形状

や材質から打割具と判断した。

13号坑口出土遺物（33～35）

33・34は、隅丸の長方形で偏平な形状である。一

端に使用痕がみられる。それらの逆の部分は欠けて

いる。使用したため欠失したのであろうか。35は、

使用痕がみられない破片であるが、形状や材質から

打割具と判断した。
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２　遺　　　物

第29図　石製打割具計測部位概念図
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第30図　５－１・５－２・６・７－１号坑口出土遺物実測図（１：４）
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第31図　８－１・10号坑口出土遺物実測図（１：４）
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第32図　12号坑口出土遺物実測図①（１：４）
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第33図　12号坑口出土遺物実測図②（１：４）



表採遺物（36～49）

36は、隅丸の長方形で偏平な形状である。一端に

使用痕がみられる。それらの逆の部分と一側面が欠

けている。使用したため欠失したのであろうか。

37・38は、隅丸の長方形で偏平な形状である。一端

に使用痕がみられる。39は、隅丸の長方形で偏平な

形状である。両端に使用痕がみられる。両側面が若

干欠けている。使用したため欠失したのであろうか。

40は、隅丸の長方形で偏平な形状である。一端に使

用痕がみられる。それらの逆の部分は欠けている。

使用したため欠失したのであろうか。41は、隅丸の

長方形で偏平な形状である。３辺に叩打痕のような

使用痕がみられる。42～44は、楕円形で偏平な形状

である。一端に使用痕がみられる。それらの逆の部

分は欠けている。使用したため欠失したのであろう

か。45は、細長い楕円形で偏平な形状である。両端

に使用痕がみられる。46は、楕円形で偏平な形状で

ある。一端に使用痕がみられ、その逆の部分は欠け

ている。使用したため欠失したのであろうか。47は、

円形で偏平な形状である。一端に使用痕がみられる。

48・49は、使用痕が残る破片である。

石製打割具の所属時期であるが、土器類の出土

がなく判断に苦しむ。坑口の埋土から出土した炭化

材の自然科学分析の結果からすると、概ね古代から

中世のものといえなくもない。
③

（小& 学）

［註］

①　奥義次「第一章　勢和のあけぼの」『勢和村史通史編』

（勢和村、1999年）を参照し、後世の金属製の採掘用具

と区別するために「石製打割具」とした。

②　拙稿「Ⅱ　丸山口水銀採掘坑跡群」（『近畿自動車道尾

鷲勢和線（紀勢～勢和間） 埋蔵文化財発掘調査概報Ⅰ』

三重県埋蔵文化財センター、2000年）を参照。

③　「３　自然科学分析」を参照願いたい。
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第34図　13号坑口出土遺物実測図（１：４）
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第35図　表採遺物実測図①（１：４）



－ 38 －

第36図　表採遺物実測図②（１：４）



－ 39 －

第２表　遺物観察表　※（ ）付数字は、現存する長さ。



１　放射性炭素年代測定結果

調査中に出土した炭化物について、放射線炭素年

代測定を行った。資料については、５－１号坑口、

８号坑口、12号坑口から採取した。５－１号坑口に

ついては①が土層セクションの上方、②が土層セク

ションのズリの層で、12号坑口についてはズリの２

層目から採取した。他の坑口からは炭化物の出土は

確認できなかった。

測定の結果は、５－１号坑口は平安時代（９世紀

末）、８号坑口は室町時代（14世紀代・16世紀前半

～17世紀前半）、12号坑口は平安時代（11世紀中頃

～12世紀中頃）という結果であった。詳細なデータ

については、第３表を参照されたい。

第３表の作成と年代測定については、名古屋大学

年代測定総合研究センター、中村俊夫教授のお手を

煩わせた。文末ではありますが心からお礼申し上げ

ます。

２　調査区周辺採集の鉱物

「三重地学の会」の木村多喜男氏が、調査中の調

査区周辺で採集されたものである。「セリサイト」

あるいは「カオリナイト」ではないかというご指摘

をうけた。乳白色の鉱物で、軽く触ると崩れるよう

な硬さである。分析の結果は、「カオリナイト」と

いうことである。化粧品の原料として使用されてい

るものである（第37図参照）。

分析については、（財）三重県工業技術センター

の協力を得た。文末ではありますが心からお礼申し

上げます。 （小& 学）
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３　自然科学分析

第３表　放射性炭素年代測定結果
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第37図　調査区周辺採集の鉱物の分析結果
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１　坑口の現状

丸山口水銀採掘坑跡群は、中央構造線の外帯側に

位置している。調査区の立木を伐採した後、調査区

内では石英岩の露頭が随所にみられた。その部分の

直近に採掘坑跡が多く存在し、石英岩の露頭を目安

として、採掘坑を掘削していた可能性が考えられる。

調査と平行して行った分布調査においても石英岩の

露頭を多数確認した。

ほとんどの坑口は表土直下で地山となる。坑口の

５ヶ所で、採掘時に排出した土や石の土層と考えら

れるいわゆるズリを確認した。今回調査においては

ズリには岩石類があまり含まれていなかった。これ

は、約30～40度もある丸山口の丘陵自体の斜度が関

係しているのではないだろうか。採掘し破砕された

岩石類は斜面をつたい、周辺の谷の下部へと流入し

ていったのであろうか。しかし、丘陵の裾部はすで

に道路建設の工事で掘削されており、また事業地外

であるためズリを十分に確認することはできなかっ

た。また、採掘した鉱石の選鉱や加工を行っていた

場所も考えていかなければならないだろう。

２　坑口の形態分類

坑口の形態は、坑口が掘削されテラス部分が確認

できたものをＡ類、露天掘りの坑口をＢ類に分類で

きると考えられる。なお、Ａ類の中については、坑

道を有するものをＡⅠ類、坑道がない坑口をＡⅡ類

とした。

ＡⅠ類については、１・２・４・６・８・11・20

号坑口をあげることができよう。ＡⅡ類については、

３・７・９－１・９－２・９－３号坑口をあげるこ

とができよう。Ｂ類についてはは５－１・５－２・

12号坑口をあげることができよう。このように、坑

口は分類できるものと考えられる。このような形態

の違いが、時期差なのかどうか。また、少し掘削し

ただけのものについて、試掘的な意味をもつのかど

うかなど、今回の調査の結果からだけでは、判断は

難しい。

３　坑口の所属時期

坑口の調査において、石製打割具は出土したもの

の、時期を特定できる土器類の出土は確認できなか

った。ズリあるいは調査中に３ヶ所（５・８・12号

坑口）から出土した炭化材の放射性炭素測定を試み

たところ、９世紀末から17世紀前半までという結果

をえることができた。
①

この時期というように断定は

できないが、他の坑口についても分析結果の時期に

おさまるものと思われる。

縄文時代から辰砂採掘の歴史は始まっているとい

われている
②

が、明確な縄文時代のものは今回の調査

では検出することができなかった。坑道を深く掘削

するものは時代が新しく、露天掘りについては比較

的時代が古くなるのではといわれているが、今回の

調査結果から、平安時代末までは露天掘りの採掘が

行われていた可能性を否定できない。

４　石製打割具の傾向と特徴

石製打割具を俯瞰した状態で観察すれば、楕円形

あるいは円形であり、断面形は偏平な形態である。

完形、あるいは約90％以上残存している石製打割

具24点を対象に傾向を述べたいと思う。

長さにについては、5.0cm以下のものが確認され

４　小　　　結

第38図　坑口形態分類（案）

Ａ_類：坑道をもつもの

Ａ`類：坑道をもたないもの

〈Ｂ類〉露天掘りのもの

〈Ａ類〉開口部・テラスをもつもの



ておらず、5.1～10.0㎝のものが１点（4.2％）、10.1

～15.0㎝のものが６点（25.0％）、15.1～20.0cmの

ものが17点（70.8％）、20.1cm以上のものは確認さ

れていない。最大のものが19.6cm、最小のものが

7.4cm、平均が15.4cmを数える。

幅については、5.0cm以下のものが確認されてお

らず、5.1～10.0㎝のものが17点（70.8％）、10.1～

15.0㎝のものが７点（29.2％）、15.1cm以上のもの

は確認されていない。最大のものが12.0cm、最小

のものが5.1cm、平均が8.9cmを数える。

厚みについては、5 . 0 cm以下のものが９点

（37.5％）、5.1～10.0㎝のものが15点（62.5％）、

10.1㎝以上のものは確認されていない。最大のもの

が8.4cm、最小のものが3.3cm、平均が5.6cmを数

える。

重量については、500ｇ以下のものが１点（4.2％）、

501～1,000ｇのものが11点（45.8％）、1,001～

1,500ｇのものが８点（33.3％）、1,501～2,000ｇの

ものが４点（16.7％）、2,001ｇ以上のものは確認さ

れていない。最大のものが2,000ｇ、最小のものが

150ｇ、平均が1120.8ｇを数える。

長さと幅の比率（長さ／幅）については、1.00以

下のものは確認されておらず、1.01～1.50のものが

３点（12.5％）、1.51～2.00のものが18点（75.0％）、

2.01～2.50のものが２点（8.3％）、2.51～3.00のも

のが１点（4.2％）、3.01以上のものは確認すること

ができなかった。最大のものが2.57、最小のものが

1.04、平均が1.76であった。

これらの傾向は、「叩く」、「割る」、「砕く」とい

った用途を踏まえ、細長くて握りやすく、運搬や岩

の破砕のことも考えて適度な重量の石を選択してい

たことを表しているのではないだろうか。

また、石製打割具の使用石材については、49点中

45点が砂岩で91.8％を占める。これら以外のものは、

石英片岩が１点（2.05％）、石英斑岩が１点（2.05％）、

石英緑泥石片岩が１点（2.05％）、片麻岩が１点

（2.05％）と砂岩に比べて非常に僅少である。砂岩

が、身近にあって、硬く、また手に入れやすい石材

であったのだろう。このことと、先述の形態の統計

結果を踏まえると、身近にある比較的手に入れやす

い大きさと材質の石を意識していたことがわかる。

また、石製打割具は12号坑口のように18点出土し

たり、それ以外の部分でも丘陵全体で出土いる感を

うける。石製打割具は、採掘場所まで持って行き、

採掘作業の後、採掘した鉱石の運搬や、石製打割具

は比較的手に入れやすいということもあり、採掘場

所で放棄していったのではないだろうか。放棄した

ものの再利用もあっただろうが、基本的には使い捨

てであったと思われる。

５　総括

今回の調査で、判明したことを以下に列記して、

総括としたい。

①坑口を丸山口の丘陵全体で4７ヶ所確認すること

ができた。ただ、立ち木や倒木、下草などが繁茂し

ている場合、自然崩落や地形の改変があった場合も

あり、坑口跡と判別することが難しい。

②坑口は、その形態によりＡⅠ・Ⅱ類、Ｂ類に分類

できることが判明した。

③坑口の所属時期は、９世紀から17世紀という炭化

材の同定結果がでている。縄文時代から採掘は行わ

れていたことは証明できなかったが、平安時代末ま

で露天掘りが行われていた可能性がある。

④石製打割具は、細長くて握りやすく、運搬や岩の

破砕のことも考えて適度な重量で、身近で手に入れ

やすい石を選択していたことが判明した。

⑤石製打割具の出土状況から、丸山口採掘坑跡群だ

けの状況ではあるが、使い捨てされていた道具であ

る可能性が指摘できる。

⑥丸山口水銀採掘坑跡群は、中央構造線の外帯側に

位置しており、あまりよくわかっていない外帯側の

採掘の様相を考えるうえで、貴重な成果をえること

ができたといえよう。 （小& 学）

［註］

①　「３　自然科学分析」を参照。

②　磯部克ほか『わたしたちのふるさと勢和』（勢和村、

1995年）、磯部克ほか『勢和村史　通史編』（勢和村、

1999年）に詳細に述べられている。

③　奥義次「付編２　丹生池ノ谷遺跡範囲確認調査報告」

（『三重県勢和村遺跡地図』勢和村教育委員会、1995年）
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第４表　石製打割具の長さの傾向 

第５表　石製打割具の幅の傾向 

第６表　石製打割具の厚みの傾向 

第７表　石製打割具の重量の傾向 

第39図　石製打割具の使用石材 

第40図　石製打割具の長さと幅の係数分布 
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１　位置と環境

丹生水谷水銀採掘坑跡群は、多気郡勢和村丹生字

古谷に所在する。平成５・６年の勢和村教育委員会

の分布調査では、11ヶ所の坑口が確認されている。
①

今回の調査地は、採掘坑番号169～179までの範

囲である。これらは勢和・多気インターチェンジの

西方の丘陵上、標高約85～約110ｍに位置し、現況

は山林となっている。

平成12年度の調査は、平成13年2月９日～同月28

日まで実施した。調査面積は、4,000㎡である。

また、平成14年度は遺跡の現状保存がなされてい

るかを把握するため、平成15年２月に現地踏査及び

写真撮影を行った。

２　調査の結果

＜平成12年度調査＞

今年度は、坑口の分布を把握する目的で地形測量

を実施した。その結果、併せて事業地内に29ヶ所、

事業地外に12ヶ所の合わせて41ヶ所の坑口が確認さ

れた。
②

これらは、坑口の分布域を1つの谷を挟む尾根で

構成されていると捉え、大きく５つの支群（Ａ～Ｅ

支群）に分けられると考えられる。

それぞれＡ支群には14地点、Ｂ支群には12地点、

Ｃ支群は８地点、Ｄ支群には５地点、Ｅ支群には２

地点で遺構を確認した。（第41図内矢印）

この内、Ａ～Ｃ支群は、水銀の鉱脈を探す目的で

丘陵を北西方向から南東方向にかけて大きく掘りこ

み、その後、坑口や坑道が掘られている。また、Ｄ

支群やＥ支群では、丘陵上に直接坑口や坑道が掘ら

れている。なお、採掘坑跡群位置図には事業地外の

坑口の分布も示してある。
③

以上の様に、事業地内には良好な状態で坑口の存

在が確認されたため、本調査を実施することとなっ

た。しかし次年度の協議においては、調査体制の問

題や事業部局内の諸事情のため、当面の調査は中断

せざるを得なくなった。

Ⅳ　水谷水銀採掘坑跡群

＜Ｈ14水谷水銀採掘坑跡群各支群各地点＞

Ａ支群

Ａ－１ 幅２．３ｍ　　奥行２．３ｍ

Ａ－２ 幅１．５ｍ　　奥行２．０ｍ

Ａ－３ 幅１．５ｍ　　奥行１．０ｍ

Ａ－４ 幅１．０ｍ　　奥行２．０ｍ

Ａ－５ 幅３．０ｍ　　奥行２．０ｍ

Ａ－６ 幅１．０ｍ　　奥行１．０ｍ

Ａ－７ 幅１．０ｍ　　奥行０．５ｍ

Ａ－８ 幅０．８ｍ　　奥行０．５ｍ

Ａ－９ 幅０．５ｍ　　奥行０．５ｍ

Ａ－10 幅０．７ｍ　　奥行０．５ｍ

Ａ－11 幅０．３ｍ　　奥行０．２ｍ

Ａ－12 幅２．０ｍ　　奥行１．０ｍ

Ａ－13 幅７．０ｍ　　奥行２．５ｍ

Ａ－14 幅５．５ｍ　　奥行３．０ｍ

Ａ－15 幅４．５ｍ　　奥行２．５ｍ

Ａ－16 幅０．６ｍ　　奥行０．５ｍ

Ｂ支群

Ｂ－１ 幅３．０ｍ　　奥行３．５ｍ

Ｂ－２ 幅２．８ｍ　　奥行２．５ｍ

Ｂ－３ 幅０．７ｍ　　奥行２．２ｍ

Ｂ－４ 幅０．６ｍ　　奥行１．０ｍ

Ｂ－５ 幅０．６ｍ　　奥行０．７ｍ

Ｂ－６ 幅１．０ｍ　　奥行３．５ｍ

Ｂ－７ 幅２．０ｍ　　奥行５．５ｍ

Ｂ－８ 幅２．０ｍ　　奥行７．０ｍ

Ｃ支群

C－１ 幅１．０ｍ　　奥行０．５ｍ

C－２ 幅１．０ｍ　　奥行０．５ｍ

C－３ 幅１．０ｍ　　奥行０．３ｍ

C－４ 幅１．０ｍ　　奥行０．５ｍ

C－５ 幅０．５ｍ　　奥行０．３ｍ

C－６ 幅０．５ｍ　　奥行０．３ｍ

C－７ 幅３．０ｍ　　奥行３．０ｍ

C－８ 幅２．５ｍ　　奥行２．５ｍ

C－９ 幅２．５ｍ　　奥行２．５ｍ

C－10 幅０．５ｍ　　奥行２．０ｍ
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Ｃ－11 幅４．０ｍ　　奥行２．５ｍ

Ｃ－12 幅１．５ｍ　　奥行２．０ｍ

Ｄ支群

Ｄ－１ 幅０．５ｍ　　奥行２．０ｍ

Ｄ－２ 幅１．５ｍ　　奥行０．７ｍ

Ｄ－３ 幅１．５ｍ　　奥行１．５ｍ

Ｄ－４ 幅１．０ｍ　　奥行０．５ｍ

Ｄ－５ 幅２．０ｍ　　奥行０．３ｍ

Ｄ－６ 幅２．０ｍ　　奥行０．５ｍ

Ｄ－７ 幅１．５ｍ　　奥行１．０ｍ

Ｅ支群

Ｅ－１ 幅２．５ｍ　　奥行０．５ｍ

Ｅ－２ 幅７．０ｍ　　奥行２．５ｍ

＜平成14年度調査＞

平成14年度調査は、先述のとおり、12年度調査を

受けて、パトロールを兼ねた調査を実施することに

した。まず丘陵北側のA支群から踏査を実施し、E

支群までを範囲とした。基本的には岩盤の崩落や坑

口への影響がないかどうか、あるいは遺物の散布状

況を確認し、南側へ展開した。各地点で坑口の規模

や加工の痕跡に着目し、記録写真を中型及び小型カ

メラ及びデジタルカメラで撮影した。

Ａ支群は、裾部分の１～６坑口、特に12坑口付近

は大きく岩盤の崩落が進行しており開口していた。

遺物は認められなかった。

Ｂ支群についても４・５坑口付近は絶壁に近く立

ちあがる岩盤の崩落が進行しており、坑道内部も良

好に観察できなかった。

Ｃ支群は深く切りこんだ最大幅10ｍの谷が形成さ

れており、北側の壁部分に坑口が残存している。比

較的崩落も少ないものと見られるが、入口付近は枯

木や雑草に覆われた地点が見られた。

Ｄ支群は、丘陵頂部で分布が確認されている。こ

の範囲についても笹が繁茂し、坑口の岩盤が特定し

にくかったため、地形図をもとに推定して該当する

箇所で写真撮影をおこなった。

Ｅ支群は幅40ｍにわたり大きく山側斜面を切って

採取口が設定されていたようであったが、今回の調

査ではかなり下場が崩落しており、雑木等で遺構も

確認しにくい状態であった。谷を挟んだ北側対岸の

急斜面から写真撮影も行った。遺物等も採集できな

かった。 （奥野　実・中川　明）

［註］

①　磯部　克「付１　水銀採掘坑分布調査報告」（『勢和村

遺跡地図』 勢和村教育委員会、1996年）。

②　奥野　実「６　丹生水谷（古谷）水銀採掘坑跡群」

（『近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢～勢和間）埋蔵文化財

発掘調査概報Ⅱ』 三重県埋蔵文化財センター、2001

年）。

③　採掘坑跡の名称などの定義については、下記の文献に

よる。

小& 学「Ⅱ　丸山口水銀採掘坑跡群」(『近畿自動車

道尾鷲勢和線〔紀勢～勢和間〕埋蔵文化財発掘調査概報

Ⅰ』 三重県埋蔵文化財センター、2000年)。



－ 47 －

第41図　遺構配置図（１：800）

Ａ支群

Ｃ支群

Ｂ支群

Ｄ支群

Ｅ支群





写　真　図　版
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調査区遠景（東から）

調査区遠景（西から）

写真図版１丸山口水銀採掘坑跡群
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１号坑口調査前風景（東から）

５－２号坑口調査前風景（西から）

写真図版２



－ 53 －

13・14号坑口調査前風景（南から）

20号坑口調査前風景（西から）

写真図版３



－ 54 －

２号坑口（西から）

３号坑口（東から）

写真図版４
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４号坑口坑道入口（東から）

６・７・８・９号坑口（南から）

写真図版５
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７－１号坑口（東から）

７－１号坑口坑道内部（東から）

写真図版６
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８号坑口（北東から）

８号坑口打割具出土状況（北から）

写真図版７
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10号坑口（北から）

10号坑口土層断面状況（東から）

写真図版８
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５－１・５－２・12・20号坑口（西から）

12号坑口（東から）

写真図版９
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18号坑口（東から）

21号坑口（西から）

写真図版10
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写真図版11

出土遺物（１）

1 2 3

4 5 6

7 8 9
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写真図版12

出土遺物（２）

10
11

12

13

15

16
17

18

2021 22
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写真図版13

出土遺物（３）

23

24

28

30

31
29

33

34
32

36 37 38
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写真図版14

出土遺物（４）

39

40

41

42

43

44

45

46

47
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写真図版15水谷水銀採掘坑跡群

Ａ１～７地点（西から） Ａ７～11地点（東から）

Ａ11地点以東（西から） Ａ11地点（北から）

Ａ14外地点（北から） Ａ14地点（南から）

Ａ15地点（北から） Ｂ支群遠景（西から）
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写真図版16

Ｂ２地点（西から） Ｂ２地点以東（西から）

Ｂ３地点（西から） Ｂ９頂部地点（西から）

Ｃ３・４地点（西から） Ｃ５地点（西から）

Ｃ９地点（北から） Ｃ７地点（西から）
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写真図版17

Ｃ８地点（西から） Ｃ10地点（西から）

Ｃ10地点付近（西から） Ｃ11地点（西から）

Ｄ１地点（南から） Ｄ２地点（西から）

Ｄ４地点（西から） Ｄ５・６付近（西から）
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写真図版18

Ｃ２地点（西から） Ｄ７地点（西から）

Ｄ３地点（西から） Ｄ６地点（西から）

Ｄ５地点周辺（西から） Ｄ６地点（西から）

Ｅ２地点（西から） Ｅ２地点（南から）
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写真図版19

Ｄ２地点以東（西から） Ｄ４地点付近（北から）

Ｄ２地点（西から） Ｄ７地点（西から）

Ｄ５付近（西から） Ｄ７周辺（西から）

Ｅ１付近遠景（北から） 進入路（南から）
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近畿自動車道尾鷲勢和線（紀勢～勢和間）

埋蔵文化財発掘調査報告a

勢和村水銀採掘坑跡群発掘調査報告
2004年３月

編集・発行　　三重県埋蔵文化財センター

印　　　刷　　㈲　山　文　印　刷


	序
	例 言
	本文目次
	Ⅰ 前 言
	Ⅱ 位置と環境
	Ⅲ 丸山口水銀採掘坑跡群
	１ 遺 構
	２ 遺 物
	３ 自然科学分析
	４ 小 結

	Ⅳ 水谷水銀採掘坑跡群
	挿図目次
	第１ 図 勢和村地質図
	第２ 図 遺跡位置図
	第３ 図 調査区地形図
	第４ 図 調査前地形測量図
	第５ 図 １ ・２ 号坑口調査前地形測量図
	第６ 図 ３ ・４ 号坑口調査前地形測量図
	第７ 図 ６ ・７ ・８ ・９ 号坑口調査前地形測量図
	第８ 図 10 ・11 ・13 ・14 ・21 号坑口調査前地形測量図
	第９ 図 ５ ・20 号坑口調査前地形測量図
	第10 図 採掘坑跡の部分名称
	第11 図 坑口・周辺地形測量図
	第12 図 １ 号坑口平面図・断面図
	第13 図 ２ 号坑口平面図・断面図
	第14 図 ３ 号坑口平面図・断面図
	第15 図 ４ 号坑口平面図・断面図
	第16 図 ５ －１ 号坑口平面図
	第17 図 ５ －１ 号坑口断面図
	第18 図 ５ －２ ・20 号坑口平面図・断面図
	第19 図 ６ 号坑口平面図・断面図
	第20 図 ７ 号坑口平面図・断面図
	第21 図 ８ ・９ 号坑口平面図
	第22 図 ８ ・９ 号坑口断面図
	第23 図 10 ・13 ・14 ・21 号坑口平面図
	第24 図 10 ・13 ・14 ・21 号坑口断面図
	第25 図 11 ・12 号坑口平面図
	第26 図 11 ・12 号坑口断面図
	第27 図 18 号坑口平面図・断面図
	第28 図 19 号坑口平面図
	第29 図 石製打割具計測部位概念図
	第30 図 ５ －１ ・５ －２ ・６ ・７ －１ 号坑口出土遺物実測図
	第31 図 ８ －１ ・10 号坑口出土遺物実測図
	第32 図 12 号坑口出土遺物実測図①
	第33 図 12 号坑口出土遺物実測図②
	第34 図 13 号坑口出土遺物実測図
	第35 図 表採遺物実測図①
	第36 図 表採遺物実測図②
	第37 図 調査区周辺採集の鉱物の分析結果
	第38 図 坑口形態分類（案）
	第39 図 石製打割具の使用石材
	第40 図 石製打割具の長さと幅の係数分布
	第41 図 遺構配置図
	表 目 次
	第１ 表 採掘坑跡一覧表
	第２ 表 遺物観察表
	第３ 表 放射性炭素年代測定結果
	第４ 表 石製打割具の長さの傾向
	第５ 表 石製打割具の幅の傾向
	第６ 表 石製打割具の厚みの傾向
	第７ 表 石製打割具の重量の傾向
	写真図版目次
	写真図版１
	写真図版２
	写真図版３
	写真図版４
	写真図版５
	写真図版６
	写真図版７
	写真図版８
	写真図版９
	写真図版10
	写真図版11
	写真図版12
	写真図版13
	写真図版14
	写真図版15
	写真図版16
	写真図版17
	写真図版18
	写真図版19

